
＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 義務教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【重点】キャリア教育の推進

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（小学校６年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 67.0 68.0 69.0 70.0

現況値 実績値 61.3

目標値 達成率 91.5%

備考 達成度 3

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（中学校３年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 45.5 47.0 48.5 50.0

現況値 実績値 42.2

目標値 達成率 92.7%

備考 達成度 3

指標名 インターンシップや企業訪問等を体験した高校生の割合
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 97.0 98.0 99.0 100.0

現況値 実績値 88.2

目標値 達成率 90.9%

備考 達成度 3

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

65.9％（2019年度調査）

70.0％

44.1％（2019年度調査）

50.0％

95.3％（2019年度）

100.0％

・おかやま創生小中学校パワーアップ事業
・高等学校でのインターンシップ推進
・高校生キャリアサポート事業
・ＳＤＧｓの取組を進める企業等との連携による探究的な学びの推進
・高校生探究フォーラム

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　小・中学校が子どもの育成像を共有した上で地域と連携して、地域課題解決や地域の特色を生かした魅力づくり等を行う取組を
実施するとともに、高校では地域学などの探究活動を行い、その成果をフォーラムで発表し、大学・企業等からフィードバックを
得るなど、将来の夢や目標を持つ児童生徒の育成を図った。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、インターンシップや
企業訪問等の機会は制限を余儀なくされたが、その中でも、就職面接会の実施や岡山労働局と連携して作成した「事業所ＰＲシー
ト」を活用するなど、高校生に対して県内事業所等の情報を得る機会を提供したことにより、希望者の就職決定率の向上を図るこ
とができた。

　小・中学校におけるキャリア教育のさらなる推進に向け、好事例の収集・普及を図る必要がある。また、学校・家庭・地域・企
業等が連携し、課題解決型学習などの指導内容、指導方法等の工夫を図りながら、発達段階に応じ、学校の教育活動全体を通した
体系的なキャリア教育を推進する必要がある。また、コロナ禍においても高校生に対してキャリア教育の推進を図るため、新型コ
ロナウイルスの感染状況も注視しつつ、オンラインによる企業説明会等などの手法も活用し、キャリア教育の場の提供をより一層
進めていく必要がある。また、経済６団体との包括連携協定を活用し、高等学校等における産業界と連携した専門的かつ協働的な
学びの充実を図る必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 義務教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【重点】子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（小学校６年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 67.0 68.0 69.0 70.0

現況値 実績値 61.3

目標値 達成率 91.5%

備考 達成度 3

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（中学校３年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 45.5 47.0 48.5 50.0

現況値 実績値 42.2

目標値 達成率 92.7%

備考 達成度 3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値

現況値 実績値 ±0

目標値 ＋１ポイント 達成率 ※-%

備考 達成度 ※3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値

現況値 実績値 ±0

目標値 ＋１ポイント 達成率 ※-%

備考 達成度 ※3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 72.3 72.5 72.7 73.0

現況値 実績値 67.1

目標値 達成率 92.8%

備考 達成度 3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 66.4 67.6 68.8 70.0

現況値 実績値 64.9

目標値 達成率 97.7%

備考 達成度 3

３ 関連する事業名

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

65.9％（2019年度調査）

70.0％

44.1％（2019年度調査）

50.0％

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との差（小学校６年
生） ＋1 ＋1 ＋1 ＋1

－１ポイント（2019年度調査）

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との差（中学校３年
生） ＋1 ＋1 ＋1 ＋1

±０ポイント（2019年度調査）

授業以外で平日に１時間以上学習する児童生徒の割合（小学校
６年生）

72.1％（2019年度調査）

73.0％

授業以外で平日に１時間以上学習する児童生徒の割合（中学校
３年生）

64.6％（2019年度調査）

70.0％

・ＩＣＴ活用支援事業
・放課後学習サポート事業
・家庭学習指導推進プロジェクト



４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　県内の小・中学校に探究的な学習における児童生徒の主体的なＩＣＴ活用（ＳＴＡＧＥ３）の取組・実践を周知するために、モ
デル校で実践した事例等を掲載した「教科等におけるＩＣＴ活用実践事例集　ＳＴＡＧＥ３編（第二版）」を作成し、県内の公立
小・中学校へ配付するとともに、県教委のホームページで公開した。また、小・中学校に支援員を配置することにより、放課後等
の補充学習を充実させ、児童生徒の基礎学力の充実や授業以外における学習時間の確保を図った。併せて、家庭学習のスタンダー
ド・増補版に基づき、初任者等に家庭学習に関する組織的な指導の徹底を働きかけるとともに、家庭に対しても家庭学習の意義等
について普及・啓発した。

　情報活用能力について、校内や中学校区、市町村において共通理解を図り、研修等において、事例集を活用し、ＳＴＡＧＥ３の
取組や指導計画等の作成を促すことにより、小・中学校を通して体系的な育成を図る必要がある。また、学習習慣の確立・学習内
容の定着については課題が残っており、学力の定着が不十分な児童生徒の学習意欲の向上を図るとともに、授業の質の向上や補充
学習の充実を図る必要がある。
　家庭学習時間については、小・中学校ともに前年度を下回ったことから、１人１台端末の効果的な活用を図るなど、授業と家庭
学習を連動させた取組をさらに推進する必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 義務教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【重点】教師の授業力の向上

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（小学校６年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 67.0 68.0 69.0 70.0

現況値 実績値 61.3

目標値 達成率 91.5%

備考 達成度 3

指標名 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（中学校３年生）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 45.5 47.0 48.5 50.0

現況値 実績値 42.2

目標値 達成率 92.7%

備考 達成度 3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値

現況値 実績値 ±0

目標値 ＋１ポイント 達成率 ※-%

備考 達成度 ※3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値

現況値 実績値 ±0

目標値 ＋１ポイント 達成率 ※-%

備考 達成度 ※3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 83.7 84.2 84.6 85.0

現況値 実績値 81.7

目標値 達成率 97.6%

備考 達成度 3

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 74.7 75.2 75.6 76.0

現況値 実績値 79.7

目標値 達成率 106.7%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

65.9％（2019年度調査）

70.0％

44.1％（2019年度調査）

50.0％

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との差（小学校６年
生） ＋1 ＋1 ＋1 ＋1

－１ポイント（2019年度調査）

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との差（中学校３年
生） ＋1 ＋1 ＋1 ＋1

±０ポイント（2019年度調査）

「授業の内容はよく分かる」と回答した児童生徒の割合（小学
校６年生）

82.9％（2019年度調査）

85.0％

「授業の内容はよく分かる」と回答した児童生徒の割合（中学
校３年生）

73.9％（2019年度調査）

76.0％

・岡山県学力・学習状況調査
・授業改革支援事業
・教師業務アシスタント配置事業
・ＩＣＴ支援員配置事業
・部活動指導員配置事業



４ 施策達成レベル

3.2

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　学校経営アドバイザー等による学校訪問を通じて管理職のビジョンと戦略を支援するとともに、授業改革推進リーダー・推進員
の配置、全国及び県学力・学習状況調査結果の分析に基づく課題に焦点化した取組、教師業務アシスタントや部活動指導員の活用
による教員の負担軽減と学習指導時間の確保、専門的知識を有するＩＣＴ支援員の配置によるＧＩＧＡスクール構想初期に係る必
要な支援を行うことにより、授業改善や校内指導体制の確立に取り組み、児童生徒への学習指導の充実を図ったところであり、令
和４年度全国学力・学習状況調査では、小・中学校ともに平均正答率が２年連続で全国平均と同等となり、一定の成果が見られた
。

　学校経営アドバイザー等による学校訪問を通じて、全ての学校において学校経営アクションプランに基づいた組織的な取組を推
進する必要がある。また、全国及び県学力・学習状況調査結果の分析に基づく取組や、授業改革推進リーダー・推進員の県下全域
への継続配置などを通じて授業改革や校内指導体制の確立を図るなど、授業の質の向上に向けた取組の強化とともに、ＧＩＧＡス
クール構想実現に向けた各校の取組への支援を、ＩＣＴ支援員の配置やＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修等を実施することより
、迅速かつ効率的に行う必要がある。併せて、教員の負担軽減及び学習指導に専念できる時間を確保できるよう、引き続き、外部
人材の確保をはじめ有効な活用事例の普及を図る必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 義務教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【推進】就学前教育の質の向上

指標名 就学前教育に関する研修への延べ参加人数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 2,500 2,500 2,500 2,500

現況値 実績値 1,917

目標値 達成率 76.7%

備考 達成度 ※1

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

1.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

2,456人（2019年度）

2,500人

・就学前教育推進プロジェクト
・就学前の非認知能力育成支援事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　県教委に就学前教育スーパーバイザーを配置し、保幼小接続スタンダードの徹底や各市町村における保幼小接続カリキュラムの
実施、改善支援を行ったことにより、県全体で質の向上を図るとともに保幼小接続カリキュラムの実施・改善を推進した。また、
就学前の非認知能力育成支援については、企業と連携し、研修講座の研修プログラムを開発した。

　幼稚園教育要領等を踏まえた教育実践や、それを支える研修をより多くの者が参加できるよう研修形態等を工夫して実施するな
ど、就学前教育のさらなる質の向上に向けた取組等の充実が必要である。また、就学前の非認知能力育成支援については、作成し
た研修プログラムを教育事務所と連携しながら、市町村やＮＰＯ等に周知していくとともに、非認知能力育成プログラムを実施で
きる指導者を増やしていく必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 高校教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【推進】高等学校における学力の向上

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 17.2 16.4 15.7 15.0

現況値 実績値 15.0

目標値 達成率 ※114.6%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

学校の授業以外で平日に「全く又はほとんど学習しない」高校
３年生の割合

18.8％（2019年度）

15.0％

・１人１台端末活用推進事業
・高校生の学力状況の分析
・合同学習合宿の実施

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　これまでの取組で整理された課題を踏まえ、「高校生のための学びの基礎診断」の結果を基にした各校の学力分析や授業改善に
係る指導助言により、スタディサポート等の調査結果による成績下位層の学年進行による増加割合の減少や授業以外で全く又はほ
とんど学習しない高校３年生の割合も減少するなど、一定の成果が見られた。

　授業外における学習時間は、依然として二極化傾向にあり、基礎基本の定着に向けた学習時間の改善等において課題がある。ま
た、学年進行に伴い、成績下位層が増え学習時間が短くなるなどの課題も見られることから、引き続き、合同分析会で各校の取組
の普及や学力分析のフィードバックを行うとともに、１人１台端末を効果的に活用し、授業と家庭学習を一体的に考えた授業改善
を図る必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 生涯学習課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【推進】家庭・地域の教育力の向上による、子どもたちの生活習慣と学習習慣の定着

指標名 家庭教育企業出前講座実施数（累計）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 13 23 33 43

現況値 実績値 10

目標値 達成率 76.9%

備考 達成度 2

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

2.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

57件（2019年度）

100件

2021年度：67件（達成率は現況値からの増加数で算出）

・おかやま子ども応援事業
・生き活きおかやま家庭応援団事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　家庭教育企業出前講座実施数は、新型コロナウイルス感染症の影響により目標値を下回ったが、参集型の講座だけでなく、オン
ライン型の講座も実施することにより、2020年度の58件より９件増加した。実施後のアンケート調査では、肯定的回答（大変参考
になった・参考になった）の割合が100％であり、参加者の家庭での教育力の向上に寄与した。

　コロナ禍でも企業が実施しやすいよう、企業のニーズに合わせた講座の形態（オンライン型、短時間、少人数での実施等）を検
討するとともに、チラシやホームページ等で県内の企業に周知していく必要がある。併せて、コロナ禍における保護者の子育てに
関する不安解消にも活用できることを周知していく必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 生涯学習課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【推進】地域住民の参画による学校運営協議会・地域学校協働活動の取組の推進

指標名 地域学校協働活動推進員を委嘱している市町村数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 9 12 15 17

現況値 実績値 11

目標値 達成率 122.2%

備考 達成度 5

３ 関連する事業名

・おかやま子ども応援事業

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

８市町村（2019年度）

25市町村

2021年度：19市町村（達成率は現況値からの増加数で算出）

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　教育事務所と連携し、市町村担当者や学校関係者等に対して、地域と学校の連携・協働の重要性や、地域学校協働活動推進員の
重要性を伝える研修会を開催し、延べ1,131人が参加した。地域と学校の連携・協働についての理解が進み、地域学校協働活動推
進員の委嘱につなげることができた。

　地域学校協働活動推進員の委嘱に向けては、引き続き市町村担当者等を対象とした研修会を実施し、地域と学校が連携・協働し
た県内の好事例を広く紹介するなど、地域と学校の連携・協働の重要性や、地域学校協働活動推進員の委嘱の必要性を訴えていく
必要がある。また、地域と学校の連携・協働がさらに進むように、委嘱済みの市町村にも引き続き財政的支援を行っていく必要が
ある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 教育委員会 特別支援教育課

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

戦略プログラム 学ぶ力育成プログラム

施策名 【推進】特別支援教育の充実

指標名 居住地校交流を実施した児童の割合（小学部）
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 38.0 39.0 40.0 41.0

現況値 実績値 38.8

目標値 達成率 102.1%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

・小中学校等におけるインクルーシブ教育システム構築支援事業

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

36.8％（2019年度）

41.0％

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　特別支援学校においては、副次的な籍（交流籍）を導入し、2021年度は特別支援学校１校を指定して研究を行い、居住地校に出
向いての交流が難しい場合はオンライン等を利用した居住地校交流を行った。また、インクルーシブ教育フォーラムの開催や交流
籍を活用した居住地校交流実施ガイドの作成等により普及促進を図った。

　特別支援学校の保護者の中には居住地校交流について理解が得られていない保護者がいたり、小学校で居住地校交流の意義や目
的についての理解が進んでいない状況があることから、リーフレットやガイドを活用し、居住地校交流の推進及び交流籍の理解促
進を図る必要がある。さらに、障害のある児童生徒等と障害のない児童生徒等の相互理解を進めるため、近隣の学校間での交流活
動だけでなく、交流籍を活用した居住地校交流を全県において実践を行う必要がある。
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